別記様式第２号　往診　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

飼育動物診療施設の開設届出書
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　　　　年  　月 　　日
　広島県○○家畜保健衛生所長 様
　　　　　　　　　　　　　　　　　住　所(法人にあっては，主たる　　　　
　　　　　　　　  　　　　　　　　　　　事務所の所在地)
　　　　　　　　　　　　　　　　　氏　名(法人にあっては，その名称         　　　　　　　　　　　　　　　　 

及び代表者の氏名)

  往診のみにより診療の業務を開始したので，獣医療法第３条の規定により届け出ます。
記
1 往診診療者等の氏名及び住所（往診診療者等が法人である場合にあっては，当該法人の名称及び主たる事務所の所在地）並びに往診診療者等が獣医師である場合にあってはその旨
２　診療施設の名称
３　往診診療の業務を開始した年月日
４　診療用機器等の種類及び所有・借受けの別
　(１)覚せい剤取締法第2条第5項に規定する覚せい剤原料
( 無 ・ 有) ( 自己所有 ・ 借受け )

(２)麻薬及び向精神薬取締法第2条第1項に規定する麻薬及び同上第6号に規定する向精神薬
( 無 ・ 有 ) ( 自己所有 ・ 借受け )

(３)エックス線装置(定格出力の管電圧が10kV以上1000kV未満の診療用エックス線装置)

( 無 ・ 有〔別紙：X線装置の概要表〕 ) ( 自己所有 ・ 借受け )
５　管理者の氏名及び住所（往診診療者等が獣医師であって診療用機器等を管理しているときはその旨）
６　診療の業務を行う獣医師の氏名
７　診療の業務の種類
８　往診診療者等が法人である場合にあっては，定款
飼育動物診療施設の開設届出書
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　　 〇年  ○○月  ○○日
　広島県○○家畜保健衛生所長 様
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 住　所　 広島市〇区○○町□―△
　　　　　　　　　　　　　　　　　         氏　名   株式会社△△△
                                                    代表取締役　広島太郎
  往診のみにより診療の業務を開始したので，獣医療法第３条の規定により届け出ます。
記
2 往診診療者等の氏名及び住所（往診診療者等が法人である場合にあっては，当該法人の名称及び主たる事務所の所在地）並びに往診診療者等が獣医師である場合にあってはその旨
    株式会社△△△ 広島市〇区○○町□―△　広島太郎（獣医師）
２　診療施設の名称
    ○○動物病院
３　往診診療の業務を開始した年月日
    ○○年〇月〇日
４　診療用機器等の種類及び所有・借受けの別
　(１)覚せい剤取締法第2条第5項に規定する覚せい剤原料
( 無 ・ 有) ( 自己所有 ・ 借受け )

(２)麻薬及び向精神薬取締法第2条第1項に規定する麻薬及び同上第6号に規定する向精神薬
( 無 ・ 有 ) ( 自己所有 ・ 借受け )

(３)エックス線装置(定格出力の管電圧が10kV以上1000kV未満の診療用エックス線装置)

( 無 ・ 有〔別紙：X線装置の概要表〕 ) ( 自己所有 ・ 借受け )
５　管理者の氏名及び住所（往診診療者等が獣医師であって診療用機器等を管理しているときはその旨）
　　広島太郎（獣医師）
　　広島市□区〇町△△
６　診療の業務を行う獣医師の氏名
　　広島太郎（登録番号00000）
７　診療の業務の種類
　　大動物診療

８　往診診療者等が法人である場合にあっては，定款
　　別紙のとおり
記入例









